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真言宗御室派福王寺
トイレの神様烏枢沙摩明王霊場
中国四十九薬師霊場会第四番札所
不動明王護摩修行
豪姫マリア観音
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○法事の開催が難しい方は、「塔婆供養」を申し込みください。
塔婆供養とは、お寺で住職のみが法要を行い、施主が塔婆を引き取りにきて、

それを施主がお墓に納めるという供養の方法です。

初 詣 は お 寺 に お 参 り し ま し ょ う

と う ば く よ う



;
寺
+
=
>
?
@
>
A↑

福
王
寺
M
ó
Ô
ô
õ
Ô
ö
Z
÷
ø
ù
Ô
ú

>
O
W
5
6
7
8
`
寺
R
行
]
+
4
X
法

要
#
行
事
#
`
布
施
*
関
6
+
P
k
#
様

々
P
情
報
0
掲
載
6
+
`
2
5
す
M
R
#

`
檀
家
M
皆
様
*
S
#
上
手
*
活
用
6
+

4
7
w
^
7
4
z
思
]
+
`
2
5
す
8

⇦ホームページ
QRコード
読み取り

福
王
寺
下
半
期
+
日
程

八
月
十
五
日

夜

仏
送
2

盂
蘭
盆

八
月
二
十
一
日

十
四
時

施
餓
鬼
供
養

十
月
三
日

十
四
時
三
十
分

火
渡
2
紫
燈
護
摩
法
要

仏
壇
+
処
分
K
仏
壇
小
型
化

位
牌
+
合
祀
S
T
U
V

引
]
越
6
P
k
M
理
由
*
ä
2
#
使
V
P
\
P
]

7
仏
壇
M
処
分
や
#
仏
壇
M
小
型
化
0
す
X
方
Z

増
£
+
4
5
す
8
仏
壇
や
位
牌
M
`
困
2
t
z
S

当
山
R
対
応
6
+
`
2
5
す
M
R
#
`
気
軽
*
`

問
4
合
V
J
下
O
4
8

①②

③

お盆にはご先祖さまに感謝の思いを伝えましょう 。
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